
D. フィールドワークA. ゼミ内�

B. ゼミ����

C. メンバー

各���F.

��書作成E.

 ��の��向上について�えた。
題材にしたのはJR��野�・草津�で�に
⽇中1時間に1�の�⾏について�論した。
�論をまとめて��書を作成し、JR⻄⽇�
����に郵�することができた。

�1回 �⾯中�（zoomあり）での�例�
（��書作成）�6回
フィールドワーク �4回、2�⾯

立��⼤�7�・立����中��1�
の�8�で活動

��書作成に向けてフィールドワークを��した。

��書には、��野�・草津�について�した。左��は⼀�だが、

(A). �便を��しているものである。他にも��野�では、(B). �都�、
��⼝の�� (C). 臨時便の�期��び⾒える�について��した。

 ��野�は、�間ごとに⼤きな��があることを��した。2023年9⽉  
現在、⽇中１時間に１��間である⻲�-���間は��な思いをするこ
とが⽇常である。それに�して、�都-⻲��間は��が��している上
に2023年夏�に�⾏された臨時便も��⻲�まで�びており、不便なく
利⽤できた。2023年の�葉シーズンは⼀�の��が��嵐�にとまるな
ど、やはり、⻲�までの�間は�い。その�間に�くの需�があることは

��理�できる。しかし、ぜひその先の�間の需�にもポイントを�き、

上����野�・⻲� ���⾯
下��  貴⽣川 甲南�⾯草津�・

草津�は、(B).��湖�との��状�の��について��した。
  作成にあたっては、�論だけを⾏うのではなくフィールドワークを⾏
いそこで得た⾒立て・��的�点を�り�れた。単なる苦情とならな

いように��し、JR��の��との��を�えるなど論理に裏打ちさ
れた��となるように構想を�った。

��までもなお�地よい��の提供を�願したい。

草津�は、貴⽣川に������・甲南に甲賀流�者��など各�周�

に�⼒がある。���の�現や�便でさらに活発な街になると�える。

��野� (�都-�⼩路�都⻄-丹波⼝-⼆�-円�-��-��-��嵐�-保津�-⾺�-⻲�-並河-千代川-�⽊-吉�-��)

草津� (草津-⼿�-⽯�-甲⻄-三�-貴⽣川-甲南-��-甲賀-油⽇-柘�) ※��は⽇中１時間に１�の�⾏

��の��減��について�える 立ち上げ�:���２回⽣
副リーダー:����１回⽣

G. �想

史上�の中�⽣��、1回⽣が副リーダー、2回⽣
は��・�事�と負担がかかる��、3回⽣は�
�活動が��な中�くの�⾒を�してくださっ

た。また、メンターの先⽣をはじめとして、�く

の�に��書提�にご協⼒いただいた。�からの

(立ち上げ�より)

��を申し上げる。
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